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Spawning Area of Engraulid Fish, Coilia nasus
Toru TAKITA and Hideo MASUTANI
   Net surveys were conducted in July and August, 1966 in the lower parts of six rivers flowing 
into Ariake Sound to determine the spawning area of engraulid fish, Coilia nasus. The eggs, larvae, 
and juveniles of the fish were abundantly collected from the area of tidal influence in the lower 
Chikugo River, and very few eggs were collected from two rivers, but nothing was collected from the 
other rivers investigated. 
    The locations of the rivers where the eggs were collected suggest that the  fish spawns in the 
rivers near the innermost area of Ariake Sound. Areal occurrence of the eggs in the Chikugo River 
proves it necessary for the spawning of the fish that the  river has a considerably large mass of fresh 
water in the area of tidal influence. Among the rivers flowing into Ariake Sound, only the Chikugo 
River satisfies such requirements.




とが示 されてい るが,有 明海 に注 ぐ多 くの河川および
筑後川内における本種の産卵場の範囲を明 らかに した
研究はない。筆者は1966年7,8月 に,有 明海に注 ぐ
主 な河川の下流域 において魚卵 および小型魚類の分布
調査 を行 い,こ の資料か ら,エ ツの産卵場 に関す る知
見 を得たので報告する。
方法 と調査地点
調査 は,流 量 と流域面積か ら,規 模 の大 きい数河川
を選 び,そ の中で後記 の調査方法が可能な6河 川,筑
後 川,六 角川,塩 田川,本 明川,菊 池川,緑 川(Fig.1)
で行 った。 このうち本明川 は比較的規模の小 さいもの
であるが,有 明海内の1支 湾である諫早湾 に注 ぐ河川
の中で最大 という意味で この中に含 めた。
有明海 に注 ぐ主な河川 は,背 後 に比較的広 い平野が
ある地域 に多い。 これ らの河川は,有 明海の大 きな潮
位差 と相 まって下流域 に比較的長い感潮域 を有 してお
り,通 常,堰 が それ より上流 との明瞭 な境界を形成 し
ている。感潮域 より上流では,多 くの河川では水量が
少な く,浅 く狭 い瀬 を除いて流れがゆるやかであるが,
特 に規模の大 きい筑後川では,感 潮域 よ り上流に も水
量,流 速 ともに大 きい水域が ある。感潮域で は一般 に
水量が多 く,河 水 は落潮 時には下流に流れ るが,激 潮
時には上流へかな りの速 さで逆流す る。採集 は感潮域
にかかっている橋の上か ら,大 潮時の夜間,流 速 が速
い時刻 に,稚 魚網 をロープでつ り下げて水面におろ し,
川の表層でその中に流れ込 む生物 を集める方法によっ
た。水量が多い筑後川で は,感 潮域 よ り上 流 に も1
採集地点 を設けるこ とが出来,他 河川で調査出来ない
範囲を推定する資料 とした。稚魚網 には直径60cm,長
さ175cm,網 は円錐形で,網 目約0.5mmの もの を用いた。
感 潮域で は滋潮 と落潮 の時 間 は河 口か らの距 離 に
よって異な り,河 水 は流向 とともに流速 も河 口か らの
距離 と時刻に よって変化する。本研究では大潮の短い
期間に広 い範囲の調査 を行ったので,各 地点 における
*現 住所:広 島県御調郡久井町坂井原5490
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Fig．　1．　Maps　of　Ari’≠汲?@Sound　and　rivers　which　flow　into　the　sound，　showing　sampling　stations．
調査の潮時を一定にさせることが出来ず，したがって
採集時間（稚魚網の濾水量）も一定に出来なかった。
　採集物は現場で約10％のフォルマリンによって固定
し，実験室に持ち帰って魚卵と魚類を選別し，種類別
に個体数と大きさを測定した。
　感潮回では環境条件は時間的にかなり大きく変化す
る。また海水が浸入している下流域では，その水理的
な条件は垂直的にも変化が大きい。この調査ではその
ような環境を時空間的にとらえることが出来なかった。
各地点の採集の間に採集地点の表層から1回の採水を
行い，塩素量と水温を測定して，水理的な条件を知る
目安とした。
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　嘉瀬川（佐賀県），白川，矢部川は比較的大きな川で
あるが，前2者には適当な採集地点がなく，後者は下
流域の塵芥による汚れがひどく，いずれも調査出来な
かった。
Table　1． Conditions　of　main　rivers　which　flow　into
Ariake　Sound．
結 果
River
Totai　drainage　Total　Zone　of　tidal
basin（krf）　length（km）　influence（km）
　各河川の規模を，全長と流域面積は有明海水産要報
1，II（水産庁有明海漁業調整事務局，1959）から，
感潮域の長さは実測によってTable1に，採集地点，採
集時間と各地点の水温，塩素量をTable2に示す。この
調査では，エツの卵は筑後川で非常に多く，六角川で
はわずかに5個だけ得られ，他の河川では全く採集さ
れなかった。仔稚魚は筑後川だけで得られた。本明川
では，この調査以外に，河口に出現する仔稚魚類の生
態を研究する目的で，1966年6月から67年10月までの
大潮ごとに，同地点において同じ方法による調査を行
い（未発表），1967年7月26日に242個，8月6日に3
個口エツ卵を採集した。しかし仔稚魚は全く採集され
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なかった。卵が出現した時点の水温と塩素量は，7月
26日は29．7℃，4．15％o，8月6日は30．9℃，10．89％oで
あった。矢部川，嘉瀬川，白川は感潮域の水量が非常
に少ないことから，卵，仔稚魚ともほとんど分布しな
いとみられた。
　筑後川におけるエツの卵と仔稚魚の採集個体数を地
Table　2． Date，　time，　and　duration　（in　parentheses）　of　sampling　and　temperature　and　chlorinity　of　surface　water
at　each　sampling　station．
River Station’
Position　of
station＊’
Date
Time　and　duration
of　sampling
Water－ternperature　（Ce）
　　and　chlorinity
Shiota
Rokkaku
Chikugo
Kikuchi
Midori
Honmyo
Hyakkan
Bridge，　8
Rokkaku
Bridge，　6
Suminoe
Bridge，　7
Kumashiro
Bridge，　1
回目mezu
Bridge，　2
Tenkenji
Bridge，　3
Rokugoro
Bridge，　4
0kawa
Bridge，　5
0hama
Bridge，　10
Midoti
Bridge，　11
Hiraki
Bridge，　12
Shiranui
Bridge，　9
2．0
10．0
3．7
35．3
26．8
20．5
16．2
9．0
3．0
8．0
3．5
O．9
July　19
July　19
July　2e
July　21
July　21
July　21
July　20
July　20
July　22
July　22
July　22
Aug．　3’
8：00・一一10：18　p．m．
（40　min．）
8：32－vlO：42　p．m．
（30　min．）
0：23－v4：30　a．m．
（50　min．）
1：46一一2：47　a．m．
（30　min）
2：40一一・5：00　a．m．
（80　min．）
4：40一一5：05　a．m．
（20　min．）
9：10tx・11：21　pm．
（40　min．）
8：35一一11：20　p．m
（40　min．）
e：45r－v4：20　a．m．
（40　min．）
1：10－vl：20　a．m．
（10　min．）
10：50　p．m．・N・O：20
a．　m．（30　min．）
11：40　p．m．一vl：35
a．m．　（20　min．）
2s．20，　10．68　O／，，
at　9：00　p．m．
29．1’，　3．78　O／oo
at　10：10　p．m．
2s．s“，　s．go　O／，，
at　O：30　a．m．
26．oe，　oo／，，
at　2：00　a．m．
no　datum
26．60，　oo／，，
at　4：50　a．m．
27．7’，　oo／，，
at　10：45　p．m．
2s．30，　O．31　O／，，
at　10：10　p．m．
28ユ。，0。260／oo
at　3：30　a．m．
26．30，　o　o／，，
at　1：10　a．m．
27．8e，　1．28　O／，，
at　O：10　a．m．
30．so，　15．58　O／，，
at　O．OO　a．m．
＊　sampling　station　and　its　number　shown　in　Fig．　1．
＊　＊　shown　by　the　distance　from　mouth　of　the　river　in　km．
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Table　3　．　Result　of　sampling　inthe　Chi　kugo　River．
Number　of　eggs　and　youngs　of　C．　nasus
Station
Eggs
，　Youngs　（total　length）
”一P0mm　11’v30mm　31mm’一
1
9
自
り
0
4
に
」
　　0
　168
3，132　．
53，952
3，468
　　o
　　o
　　o
13，856
11，376
o
o
o
41
104
0
0
0
0
4
点ごとにTable　3に示す。卵，仔稚魚とも河口から31
kmまでの感潮域内に出現し，感潮域より上流では全く
採集されなかった。感潮域内では卵，仔稚魚とも河口
から16．2kmの地点に多く出現したが，卵はより上流ま
で出現し，仔稚魚は下流だけに出現した。仔稚魚は下
流ほど大型の個体が多い傾向があった。
考 察
　エツはほとんど筑後川だけで産卵することがわかっ
た。本種が主に分布する湾奥部では，その他の河川で
もわずかに産卵しているが，熊本県の菊池川と緑川は，
その規模が筑後川についで大きいにもかかわらず，エ
ツは産卵しないとみられる。これは，湾奥部へかたよっ
たエツの分布（田北，1967）によると考えられる。
　筑後川では，卵は感潮域だけに出現し，その上限と
河口との中間域，河口から16．2kmの地点に多く出現し
た。エツの産卵は夕刻と推定されていることから（田
北，1967），主な産卵域は石田・塚原（1972）の調査結
果と同様，16．2km地点より上流で，採集時，卵はすで
にやや下流に流れ下っていたと考えられる。しかし，
感霊域より上流では成魚の漁獲も行われてなく，エツ
は分布も産卵もしていないと考えられる。
　川の下流域では，海水は底層に沿ってくさび状に浸
入し，海水濃度は時空間な変化を示す。本調査の表層
における1回だけの採水からそのような状況を知るこ
とは出来ない。しかし少なくとも卵を採集した層につ
いては，河口に近い，海水の影響がわずかに生じてい
る地点では，淡水域より卵の分布量が少ないとみられ
た。石田・塚原（1972）は筑後川における2年間6ケ
月にわたる調査の結果から，エツ卵の主な分布域を塩
素量0～0．1％oの水域としている。これらのことは，エ
ツの産卵にとって感潮域内にかなり大きな淡水域が存
在すること，すなわち，その河川の流量の大きいこと
が条件の1つとなっていることを宗している。
　有明海に注ぐ各河川の状況を比較すると1広い筑後
平野を流れる筑後川は感潮域が特に長く，淡水量を左
右する流域面積も特に広い。このような条件を備えて
いることが，ほとんど筑後川下流だけに本心の産卵場
を発達させていると考えられる。　　　　　　・
　有明海の1三二である諌早湾は，浅い湾二部に比較
的大きな河川が流入し，その海洋学的な条件は筑後川
河口付近によく似ている。この湾にもエツが分布して
いるが，これが筑後川の産卵場に達するためには，筑
後川河口付近のエツとは逆に，一旦有明海内の外洋的
な海域に向かわねばならない。このような条件が，時
に，海水濃度が高い本明川下流で産卵を行わせるもの
と考えられるが，卵量が少なく，仔稚魚がほとんど分
布しないとみられることから，ここの産卵はエツの再
生産には結びつかない偶発的なものと考えられる。
　エツの仔稚魚は筑後川河口近くの，海水が混入した
水域にも多く出現した。このことは，エツの再生産が，
感潮域内の上流部で行われる産卵において筑後川の環
境条件と強く関係していることを暗示する。
　以上のとおり，エツは筑後川の特定水域だけで産卵
し，有明海と筑後川との組み合わせにその種の存続を
依存している。一種は，これらの水域における将来の
環境変化や産卵群に対する強い漁獲強度によって大き
な影響を受けやすい脆弱な種である。
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